
○政府からの諮問等に応じ答申・回答
○科学者としての見解を政府や社会に
対し提示（勧告、要望、声明、提言、
見解、報告）

○各国アカデミーとの交流
○国際学術団体への貢献
○国際会議・シンポジウムの開催

○若手アカデミー（45歳未満の会員・
連携会員で構成）活動の推進

○全国７つの地区会議を組織し、地
域に応じた活動を実施

○協力学術研究団体（約2100団体）
と協力関係の構築

○学術フォーラム・シンポジウムの
開催（年間約120回）

○サイエンスカフェの企画・実施
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